


株式会社 東洋環境分析センターは、
株式会社 クリニカルパソロジーラボラトリーの一事業部門として
業務を行なっておりましたが、社会的ニーズを受け、
平成14年6月に組織変更・分離独立し、新たに発足スタートいたしました。

九州における環境測定分析センターのパイオニアとしての自覚も新たに、
九州一円を中心とした業務の充実化を図っております。
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九州における環境測定分析センターのパイオニアとしての自覚も新たに、
九州一円を中心とした業務の充実化を図っております。

わたしたちは
　環境の手ざわりを
　　身近に感じています。

私たちの身の回りには様々な環境があります。
水、空気、土、食、作業環境、住環境・・・
その環境が綺麗なのはなぜ？
その環境が汚れているのはなぜ？

東洋環境分析センターの仕事は、その“なぜ？”にお答えする仕事。
でもそれだけではありません。
正確な環境調査・分析を通して地域環境の保全に努めます。

綺麗な地域環境を未来に残したいから。
次世代の笑顔に繋ぎたいから。

私たちが知る “環境の手ざわり”
見つめる先には、常に“環境の未来”があります。

ボイラー｜発電機｜焼却炉の排ガス測定｜メタンガス測定空

飲料水｜プール水｜温泉成分｜レジオネラ等の検査｜河川水｜湖沼水｜海域水｜工場排水等の検査水

騒音・振動・悪臭の調査｜環境アセスメント・シックハウス検査住

土壌｜汚泥｜底質｜肥料等の分析｜土地評価の土壌土

作業環境測定｜アスベスト検査｜ダイオキシン類検査｜PCB含有測定職

食材・食品の細菌検査｜衛生検査｜食品成分・残留農薬・抗生物質の検査食

～ 水 の 安 全 ・ 食 の 安 全 ～
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全有機体炭素計（TOC）

陽イオンクロマトグラフ

水道水細菌検査

重金属類等の検査

食品添加物・農薬分析検査

微生物検査

栄養成分分析検査

食中毒は、細菌由来、化学由来、自然由来に分けられ、このうち細菌性食中毒が9割を占めております。
食品の安全性を確保するためにも、定期的なモニタリングが必要とされます。

◆栄養成分分析等の理化学検査
◆惣菜等の日持ち検査などの微生物検査
◆『安心・安全』のための衛生調査・衛生管理
◆様々な媒体からの拭きとり検査

食品衛生等に関する研修会
九州各地域において、水道事業体様対象の定期的な
「水道事業実務者セミナー」を行っております。
その他ご要望に応じての研修会なども承っております。

～ 水 の 安 全 ・ 食 の 安 全 ～
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入浴施設の衛生管理が近年問題となっております。当社では豊富な実績を基にレジオネラ属菌検査、
水質検査を行っております。また、「温泉法に基づく登録分析機関」として温泉成分の現地調査及び分
析を行っております。

海域調査

国や自治体の計画に基づき、委託を受け、公共用水域（河川、湖沼、海域など）の定期・定点調査、分析を行
っています。

◆生活環境項目

海域調査

◆生活環境項目

工場や事業場からの排水には規制基準があります。下水道への排水は「下水道法」、河川等への排水
には「水質汚濁防止法」による規制や基準が適用されます。

◆カドミウム
◆全シアン
◆鉛
◆六値クロム
◆ヒ素

◆総水銀
◆アルキル水銀
◆ＰＣＢ
◆ふっ素
◆ほう素 など

室内プール

温泉施設

～ 水 の 安 全 ・ 食 の 安 全 ～



入浴施設の衛生管理が近年問題となっております。当社では豊富な実績を基にレジオネラ属菌検査、
水質検査を行っております。また、「温泉法に基づく登録分析機関」として温泉成分の現地調査及び分
析を行っております。
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～ 水 の 安 全 ・ 食 の 安 全 ～



大気汚染防止法に基づき、工場・ごみ焼却施設等の排ガス中のSOx・NOx・HCl・ばいじんの測定、
また、ダイオキシン類特別措置法に基づき、ダイオキシン類のサンプリング等を行っております。

建材中の石綿含有率の分析、室内環境及び大気環境中の石綿粉じん濃度測定などを正確・迅速に行
います。

測定

排ガス測定（サンプリング）

測定・調査

位相差顕微鏡X線回折装置

環境庁告示第１３号による金属元素分析

蒸留装置

土壌・底質調査

◆土壌汚染対策法に基づく調査（土壌、地下水、VOC他）
◆環境庁告示第46号関係の溶出試験・含有試験

土壌サンプリング

～ 水 の 安 全 ・ 食 の 安 全 ～
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114

福岡県知事　第82号濃度（福岡ラボ）
宮崎県知事　環計第1号濃度、環計第13号騒音、環計第14号振動（宮崎ラボ）
鹿児島県知事　第87号濃度（鹿児島ラボ）

厚生労働省登録　第191号〔宮崎ラボ（南九州ラボ・福岡ラボ）〕

登録　宮崎県27空第5号（宮崎ラボ）

登録　宮崎県27水第6号（宮崎ラボ）、鹿児島県24水第3号（鹿児島ラボ）

環境省指定　環2004-2-24（福岡ラボ）

宮崎労働局　第45-7号（宮崎ラボ）　鹿児島労働局　第46-7号（鹿児島ラボ）

厚生労働省発九厚1221第2号（九州食品分析センター・福岡ラボ）

鹿児島県　第4号（鹿児島ラボ）

【許認可登録】
●計量証明事業

●水道法第20条に基づく登録検査機関

●建築物空気環境測定機関

●建築物飲料水水質検査機関

●土壌汚染対策法に基づく指定調査機関

●作業環境測定機関

●食品衛生法に基づく登録検査機関

●温泉法に基づく登録分析機関

【業務内容】
□水道法に基づく水質検査　□プール水検査　□排出・環境水分析　□農薬分析　□室内空気環境測定・分析　□食品衛生法に基づく食品検査
□アスベスト検査・分析　□レジオネラ属菌・浴槽水検査　□悪臭分析　□建築物飲料水水質検査　□土壌・底質検査　□産業廃棄物分析　□排出ガス測定
□作業環境測定　□ダイオキシン類測定　□温泉法に基づく温泉成分分析　□騒音・振動測定　□環境アセスメント　◇その他測定・調査・分析

【品質管理】
●ISO/IEC17025:2005　認定番号84226（福岡事業所）
●水道GLP　認定番号JWWA-GLP122（宮崎ラボ）

常務取締役 桐 山 義 範
執行役員技術 部長 延 原 亮 司
技術顧問 木 村 憲 司

（2016年５月現在）

悪臭の発生源は多種多様で、原因となる悪臭物質の種類も多く、特定が困難で
あったり、においの感じ方も個人差が大きいものです。悪臭防止法では、特定悪
臭物質として22物質を定めており、これらの特定は機器分析で行っております。
また近年では人間の嗅覚を利用した官能試験（臭気指数）があります。

◆騒音規制法、振動規制法に基づく測定　　◆環境騒音測定
◆航空機騒音測定　◆低周波音測定

◆臭気指数　　◆悪臭物質【22物質】　　◆アンモニア等

特化物・金属類

作業環境測定

騒音・振動調査

ご提案

～ 水 の 安 全 ・ 食 の 安 全 ～
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～ 水 の 安 全 ・ 食 の 安 全 ～



見つめる先に 未来の環境
We stare at the future in the environment

［事業本部］
福岡事業所
福岡ラボラトリー

大分営業所

熊本営業所

鹿屋営業所

出水営業所

本　社

延岡営業所

宮崎事業所
宮崎ラボラトリー

鹿児島事業所
鹿児島ラボラトリー

九州食品分析センター

奄美営業所


